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で発見されて以降，現在では関東地方
以西に分布しており（国立環境研究所　
侵入生物データベース），静岡県内に
おいても茶園周縁部（図 -1，表 -1）
やうね間（表 -2），果樹園，農耕地周辺，
道端等に自生している。しかし，本草
種の草高は 20 ～ 60㎝（神奈川県植
物誌調査会 2018）であり，チャの成
木の樹高（50 ～ 100㎝程度）よりも
低いか同程度であるため，適切に雑草
防除が行われている茶園では雑草被害
は生じにくいと考えられる。一方，こ
のような優占種の変化は茶園生態系に
何らかの影響を及ぼしている可能性も
あるため，本草種による生態系への影
響評価や他の動植物との相互作用の解
明を行う必要もあるだろう。

茶園うね間においては，ハコベ類や
スズメノカタビラ，カタバミ，マツバ
ウンラン等が散在しており，13 科 20
種の雑草が確認された（表 -2）。草高
の調査は行わなかったが，いずれの草
種も草高は低い傾向にあった。

春期の茶園周縁部ではマツバウンラ
ンやハコベ類，スズメノカタビラな
ど草高の比較的低い草種の被度が高
く（表 -1），うね間の雑草（表 -2）も
草高が低かったことから，夏期と比べ
ると，春期においてはチャに対する雑

草被害は小さいと考えられる。しか
し，オオアレチノギクやヒメムカシヨ
モギ，ノゲシ，ネズミムギなど，草高
が高まる草種も生育しており，春以降
はこれらの生育が旺盛になるため，適
宜除草を行う必要がある。今後は茶園
の雑草防除を省力的かつ効果的に行え
る技術の研究を推進していく必要があ
る。また近年では，県内の一部の茶園
周縁部において，グリホサート系除草
剤に対する抵抗性が疑われるオオアレ
チノギク（松尾 2020）やネズミムギ等
の雑草が確認されているため，今後は
抵抗性雑草の発生実態の解明や防除技
術の開発に取り組む必要もあるだろう。

おわりに

静岡県内の茶園における春期の雑
草植生を調査した本研究と，市原ら
(2020) による夏期の雑草植生調査に
より，本県主要茶産地における現在の
雑草発生実態や雑草植生の特徴，防除
対象となる雑草種が明らかとなった。
現在，静岡県では農業機械メーカーと
の共同研究により，茶園の雑草を機械
的に除草する茶園用除草機の開発に取
り組んでおり，開発した除草機による
現地実証試験等を実施している。本除

草機の概要については，今後の記事に
おいて紹介したい。
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表-2　茶園のうね間における出現草種1) （市原ら2022）

科名 種名 学名
ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis
イネ科 ネズミムギ Lolium multiflorum

スズメノカタビラ Poa annua
ベンケイソウ科 コモチマンネングサ Sedum bulbiferum
マメ科 ヤハズエンドウ Vicia sativa subsp. nigra
カタバミ科 カタバミ Oxalis corniculata
フウロソウ科 アメリカフウロ Geranium carolinianum
アブラナ科 タネツケバナ Cardamine occulta
タデ科 スイバ Rumex acetosa
ナデシコ科 コハコベまたはミドリハコベ Stellaria media or S . neglecta

ウシハコベ Stellaria aquatica
ムラサキ科 ハナイバナ Bothriospermum zeylanicum
オオバコ科 マツバウンラン Nuttallanthus canadensis

タチイヌノフグリ Veronica arvensis
シソ科 ホトケノザ Lamium amplexicaule
キク科 オオアレチノギクまたはアレチノギク Erigeron sumatrensis or E . bonariensis

チチコグサモドキ Gamochaeta pensylvanica
ハハコグサ Pseudognaphalium affine
ノゲシ Sonchus oleraceus
ノボロギク Senecio vulgaris

1)うね間を歩行し，目立った草種を記録した。
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はじめに

ソラマメは，マメ科の一・二年生作物である。種子は塩ゆ
でにするほか，甘納豆・煮豆・餡あんなどにして食されている。

「ソラマメ」という名前の由来は，長楕円形の莢（サヤ）
が空に向かってつくため「空豆（そらまめ）」という説と，
実の膨らんだ莢の形が蚕の幼虫に似ているため，また蚕を飼
う春に豆が食されるため「蚕豆（そらまめ）」という説がある。

本稿では，ソラマメの花を中心に，日本への導入の歴史，
日本全国，また鹿児島県（図 -1）の取り組み状況について
ご紹介する。なお，ソラマメの花の一般的形状や受粉・開花
については「野菜園芸大辞典（養賢堂）」を参考にした（琴
谷ら 1988）。

１　ソラマメの原産地と日本への導入　

ソラマメ（学名：Vicia faba L.) は，北アフリカの地中海沿
岸からカスピ海周辺が原産とされ，現在では，中国，アフリ
カ，ヨーロッパ，オーストラリアで多く生産されている（中
島 2023）。

日本へは，奈良時代に中国から持ち込まれたとされている
（木倉 2000）。日本でソラマメの本格的な栽培が始まったのは，
明治時代になってからで，ヨーロッパやアメリカの品種が導
入され，試作を重ねるうちに現在の品種の基礎がつくられた。

関東以西の冬期も温暖な地方で栽培され，最盛期には全国で
４万 ha の栽培面積があったが，最近では激減し，九州，関
東および四国を中心に栽培されている。これら国内栽培の大
部分は完熟前の軟らかい豆を食べる野菜としての利用で、乾
燥豆については，ほとんどを輸入に頼っており，大半が中国，
一部がオーストラリア，ポルトガルなどから輸入されている。
日本で栽培されている一般的なソラマメは，粒の大きさが一
寸大（3.3cm）であることから「一寸そら豆」とも呼ばれている。

２　全国の生産状況　

ソラマメにおける令和３年度の全国作付け面積は 1,690ha，
出荷量は 9,910t で，主な生産地は，鹿児島，千葉，茨城となっ
ている（図 -2）。出荷時期は地域で異なり，鹿児島は 11 月
下旬～５月中旬，千葉は４月下旬～６月中旬，茨城は５月
中旬～６月中旬となり，温暖な鹿児島では冬期の生産が盛ん
となっている。

３　鹿児島県におけるソラマメ生産の状況

鹿児島県におけるソラマメ生産は，指宿，熊毛地域での
11 月下旬から４月下旬にかけて収穫する早出し作型から始
まり，出水地域での４月上旬から５月中旬の普通作型へ出荷
リレーが行われる（図 -3）。主要品種は「唐比の春」，「陵西
一寸」であり，露地栽培を主体に，一部ハウス栽培もある。

ソ ラ マ メ
鹿児島県農業開発総合センター
園芸作物部野菜研究室

佐々木　真歩

図 -1　鹿児島県指宿市のソラマメ栽培風景
（2023 年 12 月 13 日撮影）
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図‐2 ソラマメ出荷量
令和3年産野菜⽣産出荷統計
（農林⽔産省 2022）より
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図 -2　ソラマメ出荷量
令和 3 年産野菜生産出荷統計（農林水産省 2022）より
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栽培方法について，これまでＵ字４本仕立が主流であった
が，鹿児島県農業開発総合センターが開発した「１条Ｌ字仕
立て法（３本）」に変わってきている（図 -4）。これは，整枝，
誘引，摘莢および収穫作業の省力化，労働時間の短縮に加え，
受光態勢の改善により，３粒以上のＬ莢率が高まり，収益性
向上が図られるためである。

４　ソラマメの花  

ソラマメの花（図 -5）は，ヒラヒラと蝶々が羽を広げて
いるように見えることから蝶形花とも呼ばれ，20～ 35mm
の大きさの花を各節に１～７個つける。この蝶形花は淡緑の
がく，５枚の花弁からなる。５枚の花弁はそれぞれ形や大き
さが異なり，最も大きな１枚の旗弁，２枚の翼弁，２枚の竜
骨弁に分かれている（図 -6）。旗弁には黒い条斑が，翼弁に
は黒い斑点がある。旗弁は白～紫系色を帯び，品種により花
色が異なる。子実が大粒系の品種には白花が多く，子実がや
や細長い小粒系の品種には紫花が多い。国内で栽培されてい
る一寸系の主要品種「陵西一寸」，「ハウス陵西」，「唐比の春」，
「打越一寸」等は白系の花が咲く（図 -7，図 -8）。一方，紫
系の花が咲く品種に「駒栄」があり，莢が細長く子実が小さ

い（図 -9）。このように花の色と子実の大きさに関係がある
ことから，一寸系のソラマメ品種の育成には，この花の色を
一つの選抜指標に用いることができる。

５　ソラマメの受粉

竜骨弁の中には，10 個の雄ずい，１個の雌ずいがある。
雄ずいの葯は柱頭の周囲に集まり，子房は雄ずい圏に包まれ，
開花後子房は発達して大きな莢を形成する。開葯は開花２日
前から始まり，雌ずいの受粉能力は開花３日前～開花後６日
であることから，蕾のままで自家受粉する。花粉の稔性は強
く，維持期間も３～４日間と長い。低温（０℃）に遭うと１
～２時間までは受精能力があるが，６時間以上曝露すると失
われる。しかし，開花当日になっても花粉管の侵入していな
い柱頭も見られ，採種環境が変われば生殖生理や交雑の難易
まで変化する可能性もあり，交雑が全く起こらないとは断言
できない。花弁が大型で相互が結合していないためにミツバ
チ等の虫媒による他家受粉が起こるという報告もあり，採種
には注意が必要である。　
ソラマメの開花習性については，一寸ソラマメの開花は不
規則で，夕方から閉花し翌日気温の上昇とともに再び開花を

図 -3　鹿児島県リレー出荷
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図 -4　1条L字仕立て法（3本）による着莢状況 図 -5　ソラマメの花（旗弁，翼弁，がく）

図 -6　ソラマメのソラマメ花分解図
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繰り返す（図 -10，図 -11）。

６　ソラマメの開花による育種への利用とこれから

ソラマメの花芽分化には低温が必要で，播種期が低温に遭
遇しない本県の年内出荷作型では，播種前に催芽種子による
低温処理を１ヶ月程度行う必要がある。そのため，栽培面積
の多い生産者は複数回の催芽および低温処理を行う必要があ
り，多くの労力とコストを要している。また，圃場への播種
期が９月であることから，台風襲来の危険性もあり，台風被
害後の播き直し対策として低温処理した種子を準備しておく
必要もある。

そこで，鹿児島県農業開発総合センターでは，低温処理な
しでも早期に開花する一寸系ソラマメ品種の育成に取り組ん

でいる。ソラマメの花言葉は，「憧れ」である。ソラマメの
莢は上向きにつき，空高く伸びたいと憧れているようにみえ
ることからこの言葉が付けられた。今後，「この品種を栽培
して良かった」，「この品種美味しい」と，農家や消費者から

「憧れてもらえる新品種」の育成を目指していきたい。
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図 -7　「唐比の春」の花 図 -8　「陵西一寸」の花 図 -9　「駒栄」の花

図 -10　夕方の状況（唐比の春） 図 -11　昼の開花状況（唐比の春）


